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「漢方クリニックからの紹介 40代不妊の症例」



40代 女性
主訴：不妊
医師の診断名：不妊症

既往症：アトピー性皮膚炎

医療機関：ARTクリニック、漢方クリニック、鍼灸院

薬：クロベタゾールプロピオン酸エステル軟膏(アレルギー)、ジ
フルコルトロン吉草酸エステル軟膏(アレルギー)、プレドニゾロ
ン吉草酸エステル酢酸エステル軟膏(アレルギー)

アスピリン(市販薬、月経痛頓服)

サプリ類：不明

生活歴：アルコール付き合い程度、喫煙なし

出産歴：なし

アレルギー：ハウスダスト、ダニ、猫(ネコ飼っている)

S(subjective)  主観的情報



出典：公益社団法人 日本WHO協会



出典：厚生労働省生殖医療ガイドラインの考え方
東京大学大学院医学系研究科産婦人科学 大須賀穣



出典：厚生労働省生殖医療ガイドラインの考え方 東京大学大学院医学系研究科産婦人科学 大須賀穣





ART（Assisted Reproductive Technology）生殖補助医療技術

IVF (In vitro fertilization) 体外受精

ICSI(IntraCytoplasmic Sperm Injection) 顕微授精法

IMSI(Intracytoplasmic Morphologically Selected Sperm Injection)

ET（Embryo Transfer） 胚移植

FET(Frozen Embryo Transfer) 凍結胚移植



出典：厚生労働省生殖医療ガイドラインの考え方 東京大学大学院医学系研究科産婦人科学 大須賀穣





S(subjective)  主観的情報

現病歴：
不妊治療でARTクリニックに通院中．
胚盤胞まで育った凍結胚が２つとの事．
胚を３回戻しているが着床しないため漢方クリニックを受診．

漢方クリニックの先生から「鍼灸との併用が良い」と説明を受け
鍼灸院を受鍼．

Ｘ年８月に来院．
月経周期は２６～３０日．高温期が短い傾向．



客観的情報

Ｘ年８月時点

身長：158cm   体重：48kg   

BMI：19.2kg/m２

体温：36.8°(月経周期17日目)

O(objective)  客観的情報



東洋医学的情報

不孕

証：腎陰虚(肾虚阴阳气血失调)

寒熱：下腹・手足の冷え

汗：不妊治療を始めてから頸の後ろにかきやすくなった

食事：特に気を使っていない 二便：問題なし

睡眠：６～７ｈ

月経：毎回痛みを伴う(２６～３０ｄ)、高温期が短い

痛みに応じて市販の解熱鎮痛薬を２回程度服用する

脈診：やや沈、遅、やや濇

腹診：小腹不仁

O(objective)  客観的情報

A(assessment)  評価



治療

取穴：腹部へ塩灸 手足要穴と背部兪穴に置鍼と点灸

自宅での施灸(足三里、三陰交、腎兪、次髎 1回/day)

刺鍼法：補・浅刺

得気：無

深さ：２～４㍉

通電：有 高周波治療器

頻度：１/ｍ(胚を戻すタイミングで回数を増やす)

P(plan)  治療計画



経過

Ｘ年８月 初鍼．漢方クリニックからの紹介．

住まいが遠方のため、漢方クリニック来院時に

鍼灸院に来ていただく事を提案．月に一度の施術．

Ｘ年１０月 ４鍼目．胚盤胞まで育った胚を２個凍結している．

(ARTクリニック)状況をみながら１２月に戻す予定．

Ｘ年１２月 ６鍼目．胚を戻したとのこと．

Ｘ年１２月 ７鍼目．陽性反応があったとのこと．

その後、胎盤形成に伴う出血を経験しながらも

翌年に出産の報告を受ける．



考察
現代医療と伝統医療(漢方と鍼灸)の組み合わせ．

IVFの４３歳以上の成功率は１４％であることを踏まえると

今症例は結果がスムーズに出た印象である．

特に漢方と鍼灸を受けてから初めてのIVFで結果が出たことは

先述の成功率が低い事を加味すると、何らかの良い影響を与えた

可能性を考える．

インフォームドコンセントが重要である．
結果が出にくいので、一般的な経過や鍼灸でできる部分を

事前に説明する事が重要である．

不妊カウンセラーという資格があり

専門性を高めている鍼灸院もある．
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